
図 書 館 1真研 :策会 |:::|:■ :::ユ :■‐ス ‐ 'レ
|夕11-

■●■●IIttIIII■ ■■●第219号 1颯吾和62年 11月 10自 :|● III

*前回から連載の河井弘志氏の研究ノー ト「ドイツ近代公立図書館思想の特質と

英米からの影響」は今回で終了になります。

*運営委員会報告 10月 10日 (土)午後 7時から8時まで,法政大学富士見校舎

にて開催.出席は,石井敦,鮎沢修,油井澄子,是枝英子,阪田蓉子,常盤繁 (

籍集委員長代理として),河井弘志 (傍聴)。 おもに『図書館史研究』 (第五号
)の計画と,IFLAか ら要請されている名簿の件, さらに会費について検討とノた。

次国の運営委員会は,12月 4日 (金 )夕亥1か ら。

*事務局より

間山洋八氏が,1986年 11月 3日 ,「社会教育関係資料館」を開設されました。

現在約 2万点を所蔵しておられます。「皆さんの今後のご協力, ご指導 (特に

資料の寄贈)をお願い申し上げます」とのことです。

寄贈本のお知らせ。青山イトさんから青山大作著『図書館随想』が当研究会に

寄贈されました。借り入れご希望の方は,事務局へご連絡ください。送料はご

負担願います。

IFLAの 名簿の件については半数の会員からご協力いただけました。事務局でIII

訳ならびに原稿を作成し,年内にはドイツにつくよう発送する予定です。
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原 稿 を 募 集 し ま す

『図書館史研究』第 5号の原稿を募集します

今回は論文のテーマはいっさい限定しません。

応 募 :応募希望者は下記まで題目と簡単な要旨をそえ 12月 末日までに御

連絡
‐
Fヽ さい。■、る・ダイ, ご応募下さい。

是枝英子

注 意 :最終的な完成原稿の提出締切は1988年 3月 末日,400字詰め原稿用

紙で50枚 `‖否については編集委il会が検討します。



ニュースレターの原稿を求めます。図書館史文献の書評,紹介を中心に,図

書館史についての短文を希望します。枚数は400字 X12枚程度まで。原則と

して 原稿が到着した次号のニュースレターに掲載します。原稿はワープロ

でも歓迎しますが,そ の時は, このニュースレターの書式に合わせていただ

けると好都合です。36字 ×33行です。

送付先

| 川崎良孝  |
| |

今夏のセミナーについてのアンケー ト結果 ―一 一部紹介一――

*参考になる点が多 くありました。

*図書館史を研究する場合,時代背景が必要なのではないでしょうか,「参考資

料」として,年表がほしいと思いました。

*国会図書館の場合は,科学技術資料の役割が必要だと思いました。それが,情

報化社会政策に結びつくものであるし,今後,図書館の在り方を歴史を通じて探

る場合, この科学技術資料をぬきにしては考えられないように思います。

*少々静かなセミナーになったように思う。整理技術の問題が報告の中に入って

いたのは,よかったように思う。

*発表者の都合もあると思うのだが,出来るだけ総括討論に参加していただくよ

うにしてもらった方がよいと思う.

*有益だった。

*テーマに対して一つの方向を見出したのではないか。

*他館種の歴史を聞けたことはよかった。

*図書館運動史)外国の図書館史,人物論,植民地の図書館史を採り上げて欲し

い.

*裏面史のようなものを重視する必要がある。

*大変勉強になりました。

*図書館の図書館史 (公共)について,青年図書館員連盟などを採り上げて欲し

い.

*どの発表もとても興味深いものでしたが,それだけにもっと時間をかけて, じ

っくりうかがいたかったというのが実感です。

*図書館員としてまだ未熟だが, これから図書館について知識を広めていきたい。



v.ラ ウマー (Friedrich VOFI Raumer,1781-1873リ

ベルリン大学教授ラウマーも、ブルームの影響を受けた民衆教育運動の指導者であ

る。ラウマーは御料地の管理にあたった営農家の虐、子で、ハレ、ゲッチングン両大学

で法学 。歴史学を学び、卒業後は父のすすめで農学を学び、ベルリンの官署に就職、

役人として勤務するかたわら歴史研究を継続し、その業績により 1811年 にブレス

ラウ大学教授、 1819年 にはベルリン大学教授に就任、 1823-25年 には畢生

の大著 Hohenstaufen研究書全 6巻を刊行した。
1)

ラウマーはよく旅行をしたが、その度に日記
◆書簡風の記録を書きつけ、出版した

。 1835年 、 1841年 にはイギリス旅行、 1939年 はイタリア旅行、 1845

年にはアメリカ旅行、 1848年 にはパリ出張と、かなり長期の旅行をし、それぞれ

旅行記を刊行している。このなかで、イギリス旅行とアメリカ旅行がラウ
マーにおよ

ぼした影響はきわめておおきく、これから彼の民衆教育運動と公立図書館設立運動が

よびおこされた。

1835年 の旅行記には、イギリスの民衆教育運動が紹介されている。すなわち、

イギリスでは様々の目的の民間団体 (Verein=club)が組織されている。これらの

団体・ クラブでは、共同の食事パーテイよりも、いっしよに新聞を読むなどの活動
が

このまれ、文芸的要求 (literarische Beduerfnisse)が重視され、部屋には地図やパ

ンフレットをそなえつけ、ついにはアシニアム (Athenacum)の ように「立派な図書館

」 (vo「 trefflichc Bibliothek)を 設置するものも現われた。アシ
ニアムは会員から

年会費 6ポ ンド6シ リングをとり、新入会員からは21ポントの入会金をとる。

ロイヤル協会 (Royal institutlo■ )はさまざまの知識分野の講義をおこない、昼間

は婦人、夜間は男性がこれを聴講する。ドイツめアカデミーが聴講者がすく
ないのに

くらべて、ロイヤル協会は多くの人々が参加する。ロントン職工学校 (London Mecha―

nics lnstitutlon)は、講義、学校の授業、および図書館利用を結合する役割をはた

している。有用知識普及協会 (Gesellschaft fuer Verbreitung nutzlicher Kcnnt―

nisse)は 、聖書協会をのぞくあらゆる団体のなかで、もっともさかんに活動して
いる

。この協会は「民衆教育は読書によって行うことができる ;民衆のために有用図書を

書き、従来よりもはるかに多くの売れ行きをあげれば、ずっと安価に売る
ことができ

る、という、全く正しい考えから生れたものである。」
2)



協会は、農業、家畜、年鑑など
さまざまの図書を安価に出版し、これによって「悪

質の、非道徳的な、誘惑的な通俗図書
(V01kSliteratu r)」 の不当な流布を防ぐうえ

で

一定の役割をはたした。もし検閲官自身
がすぐれたペニー雑誌 (Pfennigmagazin)を

発行することができれば、あや
しげな文学の追放に一層寄与できるであろう。

3)

ブルームの著書には直接言及して
いないが、ブルームの読書普及運動にたいするラ

ウマーの関心のよせかたは尋常では
ない。バークベックのロントン職工学校から受け

た強烈な印象とともに、その後のラウ
マーの民衆教育活動において、強い指針となる

のである。

1841年 のイギリス旅行では、チヤーチスト運動を中心とする労働運動
がラウマ

ーの心をとらえた。たとえば、主要工業都市
における労働者階級の人口が、全住民の

64～ 97%に たっしたこと、
4)社会主義運動・チヤーチス ト運動の思想と動向な

ど5)に 関する詳細な記録がある。チヤーチスト運動については、請願書
の文面がフ

ランス革命当時を思わせるほどに過激になっ
ているが、その原因は貧困やエゴイズム

にあり、こうした社会悪を根絶しないて、運動を
武力で弾圧しようとするのはよくな

い、とのべ、さらに次のような見解を展開し
ている。

「 この闘争をたたかいぬくには、武器をも
ってしたり、単なる形式的な国法による

のではなく、通切なる貧民法、知識教育
・宗教教育、あるいは、うたがいなく富者

よりも貧民を圧迫している税制の改革をも
ってすべきである。」

6)

つまリラウマーは、支配者階級の立場から「闘争
をたたかいぬく」ための手段のひと

っとして、貧民法、税制改革とならんで、労働者教育を
あげているのである。

成人教育については、アメリカの
ユニテリアン牧師で、民衆啓蒙に力をつくし、ア

メリカ公立図書館運動の精神的指導者となったチャ
ニング(William E.Channing)の、

労働者教育に関する講演を引合いに出し
つつ、タムフースに開設された読書室・蔵書

(ein Lesczimmer und eine Buechcrsammlun8)の概要を紹介
lノ た。
7)こ れは会員制

図書館で、 3カ 月 1シ リングの会費を払えば利用できる。政
治的、宗教的立場が何で

あるかは全く問わない。将来的には、地図、地球儀、植物
、実業に関係する鉱物など

も収集する、一種の博物館の構想もある。自然科学
。人文科学の諸分野にかんする、

一般民衆対象の通俗講演 (VerstacndliChC VO,lesungen)を
行う計画もある。啓蒙活動

であるから、非道徳的な低俗な図書は排除する。会員
の宗派は雑多であるから、神学

書や刺激的な論争書は買わない。読書室で政治論争 (pOlitiSChe Zaenkerei)を
する
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ことのないよう、充分監督する。                .

チャニング牧師の労働者教育論は、階級闘争や権力闘争を否定し、精神的向上を追

及させようとする思想であ )卜 1霧讐量も、慎重に政治的闘争化を避けながら、民衆の

啓蒙を進めようとする方針に導かれていて、さきにわれわれがみたブルームの労働者

教育思想の流れを汲むものであることがわかる。

イギリスから帰国するとラウマーは早速、ベルリンでイギリス型の民衆啓蒙運動を

開始し、 1841年 12月 5日 、学術講演協会 (Verein fuer Wissenschaftliche

Vortraege)を 結成した。これは職工学校を模範とする民衆啓蒙団体であるが、対象は

いわゆる教養市民(gebildetes Publikum)、 上流社会層(hoechste Cesellschafts―

kreise)で あり、プロイセンの皇太子が出席することも稀ではなかった。設立を推進

したのは、ベルリン社交界 (3erliner GeseHschaft)や、ベルリン大学、アカデミー

のメンバーであった。当時ラウマーはアカデミーの事務長を勤めていたので、その立

場をうまく利用したのである。
9)

協会の目的は「専門学者とその他の教養市民の間の分裂
。対立をできるだけなくし

、両者の相互理解を深める」ことにある。婦人の参加も歓迎し、講演は専門的学術用

語を知らなくとも理解できる一般的な言葉で行われなければならない。
1° )こ うした

通俗化にたいしては、歴史法学者ザヴィニー (Friedrich Kari von Savitty)が反対

し、歴史学者ランケ (Lcopold voI〕 Ranke)も結局参加を辞退した。ただ自然科学者フ

ンボル ト(Alexander Humboldt)は これに強い賛意を表した。

講師はラウマー自身のほかに、哲学者エルトマン (」 ohann Eduard Erdmann)、 哲学

者 トレンデレンブルク (「 riedrich Adolf Trendelenburg)な ど、ベルリン大学教授が

多かったが、とりあげるテーマは「フインについて」「泣くことと笑うこと」「錬金

術」など、一般教養市民が興味をもちそうなトビックを主とした。講演会は月 1口、

入場料は 2タ ーラーであった。謝礼を受け取らない講師が多く、会費が蓄積されて、

数年もすると6000タ ーラーの貯金がたまった。この啓蒙運動の反響は大きく、ケ

ーニヒスベルク、ブレスラウ、ボン、シュトゥットガルト、ライプツイッヒなどの大

学都市でも類似の活動がおこされた。
11)

1845年 ラウマーはアメリカヘ渡航し、新世界の社会、文化、教育、経済、政治

の様子をつぶさに視察した。この旅行中、ラウマーは特に公共図書館運動に開眼し、

その感動をドイツに持ち帰った。ラングフェルトの要約するラウマーのアメリカ紀行
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によると、彼はまずニューヨーク州の学区図書館 (Bezirksbuecherei=School

DiStrict Library)を紹介した。すなわち、同州は学区図書館のために95、 000ド ル

を支出、学童 。生徒ばかりでなく一般市民にも利用させている。年間受け入れ図書は

1843年 で875、 000冊 に達する。運営資金は州と自治体が同額支出する。宗教的傾

向は弱く、図書選択も自由である。

またアメリカでは、一般民衆対象の各種講演会が盛んに行われ、学者が市民の啓蒙

につとめている。「アメリカ人は、デモクラシーが一般教養と精神の啓発によっての

み保障されるものであることを知っている。」職工達は自力で建物を作って図書館

(Lesebibliothek,Lesezimmer)と している。
12)

ラウマーは次のような、旅行中のエピソートを記している。

「アメリカの市民 (・ ・・・ )が蒸気船の上で、デメトリオス ◆ピオルケテスやフ

ィロボイメンについて、例のあやしげな民衆図書館で得た正確な知識でもって、和、

に話しかけてきた。」
13)

ごく普通の市民が古典ギリシャの世界の知識をもっていることが、まずもってラウマ

ーを驚かせたが、そうした知識を彼らが、様々の団体図書館から借りてくる図書から

得たという事実は、彼を公共図書館運動へと駆り立せた:~｀fl・
・
1主:iF二 ｀

彼は 1846年 4月 27日 、これまで教養ある市民 (gebildetes Volk)の世界に限

られていた「知識」を、さらに幅ひろい民衆にもたらすために、ベルリン市に民衆図

書館 (Volksbibliothck)4館 を開設することを提唱した。設立資金としては、学術

講演協会が 4000タ ーターを支出する。下層民衆に遮ヽさわしい通俗的な図書はけっ

して多いとはいえないが、すぐれた図書でま,れば多数の複木を備え付ければいい。読

書は仕事の邪魔になるとの意見もあるが、特に支障となるものではない。アメリカ人

は読書しながら、14u業労働において最も勤勉である。「小説やその他、静かな教育に

ふさわしくない図書 |よ、アメリカにおけると同様、この公共の蔵書には受け入れられ

ない。」
1・ )

市参事会 (Magistttt)は この提案を受け入れ、市議会代表と学術講演協会代表とが

協議して、 1846年 10月 10日 、協定が成
モまキ:ィプ

2に よると、図書館設立の

経費 4000タ ーラーは協会か∴押し、市役所は題2を市の機関(staedtisches

lnstitut)と して監督下におき、管理、維持、拡張の経費を負担する。図書館運営の

ために、 6～ 7名から成る委員会 (K・ |‖ !‖ ission)を置く。委員会は市参事会の監督下に

12



おかれる。図書館は、保証金 (Buergschaft)を支払う「すべてのベルリン市民」に利

用できる。貸出は無料、貸出期間は 14日 とする。良書で希望の多い図書は充分な複

木をそなえつける。通俗的な良書が少ないので、委員会は学術書の改作 (Bcarbeitung

)に奨励金を出す。これはイギリスの右用知識普及協会の活動から学んだ方法である

。 15)

通俗書出版の奨励はブルームの方式をとりいれたものであるが、委員会運営方式は

アメリカの制度から習ったものであろうか。一般民衆のための公立、無料、公費経営

の図書館という、近代公立図書館の理念がここに明確に示されているが、保証金をと

ることによって、公開制の原貝1に制限が課せられ、理念の徹底を欠いている。

翌 1847年 、ラウマーは市会議員に選出され、彼の尽力もあって、市議会が学校
の教室を図書館に充当することを承認、3年間試行することが決定された。この計画

にたいしては、プロイセン皇太子が寄付をなす手筈になっていたが、国王の承認が遅

延するうちに、ベルリンで 3月革命が勃発、計画は保留され、またラウマー自身もべ

ルリン市の派遣する議員としてフランクフルト国民議会に加わって、完全に放置状態

におかれた。

革命が挫折し、ラウマーがベルリンヘ戻ると、 1848年 12月 4日 に国王が図書

館設立を条件付きで認可した。示された条件とは次のごとくである。

「 道徳性 (Sittlichkeit)、 宗教、国家を危険にさらす傾向のある図書はすべて、極

力慎重に図書館から遠ざける。一方、道徳、信仰、忠誠心を強国にすることを目的

とするような図書は、優先的に図書館のために選ぶ。」
16)

ラングフェル トは、プロイセン内閣が国王の認可を遅らせた理由は、ラウマーのア

メリカ紀行が政府にとって「 あまりに民主的、あまりにリベラル」であったためでは

ないた と推測している∫礼 しかにラウマーは、ドイツ国内では比較的リベラル派に

属し、民衆啓蒙に熱心な学者であった。しかしフランクフルト国民議会においては、

ファーベル (Karl― Ceorg Faber)の分類する4勢力、すなわち中道右派(rechtes

Zentrum)、 中道左派 (linkes Zentrum)、 右派 (Rechte)、 民主的左派 (demOkratische

Linke)の 中では、中道右派の大ブルジョアジー 。大学教授グループに属した、立憲君

主制論者であった。
18)しかもプロイセン国王をトイッ皇帝に即けようとして交渉に

あたった人達の一人でもあった。ラウマーの教育思想は、近代資本主義をささえる民

衆啓蒙思想というより、 ドイツ帝制をささえる忠誠心を育てるための民衆啓蒙思想で

13



あったというべきであろう。ドイツの資本主義は常に絶対主義と表裏をなして発達し

、これが ドイツの後進性を特徴づけるのであるが、ラウマーの公立図書館思想もそう

した流れのなかに位置づけるとよく理解できる。

ベルリン市立民衆図書館 (Staedtische Volksbibliotheken zu Berlin)は 1850

年 8月 1日 、4館一斉に開館された。蔵書はあわせて7400冊 、開館時間は水―土

が 12-13時 、 日は 11-12時 とされた。貸出業務には各学校の教師があたった

。利用は全ベルリン市民に無料で公開され、先に予定されていた保証金はとらず、そ

のかわ りに身元保証書 (schriftliche Bucrgschaft)を提出させる方式とした。身元保

証書を発行する騰票 をもつもあ

'ま

 ~~ぎ ノi

l.ベルリン市の公務員で公印(Dienstsiegel)を もつ者

2.職工業者ギル トの組合長

3.地方労働者階級福祉協会の幹部

4.図書館の管理者が信用できると認めるすべての人々

利用者には貸出許可カード(Erlaubniskarte)が交付され、図書受取票(Quittung)の

用紙は 1ダース綴り6ペニッヒ (のち5ペニッヒ)で売られ、 1枚に 1冊記入するこ

とができる。
19)

開館直前に蔵書目録が印刷された。全 100頁で、4館の全蔵書が、 18門分類の

順に記入され、著者名索引が付された。この目録によれば、開館時の蔵書構成は、寄

贈書がかなりあり、歴史は基本的なものが揃っていたが、自然科学の寄贈書は古いも

のも少なくなかった。購入した自然科学書はよく選択され、労働者 ◆手工業者に

`、

さ

わしい近代的な実業書 (ge■erbliche Literatur)もし、い蔵書きな号■いる。
20)

その後の発展状況はつぎのとうりである。

年     館数   蔵書冊数

||ピ
|―:)

ヽ、、__I _ _      ,

利用者    貸 出冊数

885           20,000

2,869            86,040

4,058             -――

6,554            103、 530

10,325         198、 939

13,942           259、 427

16,527           308、 401

1850

1855

1860

1870

1875

1880

1865          6

4        7,411

4        11,000

5        15,000

23,649

43,509

67,502

86,812
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当初、利用者の内訳は、商人 。職工
。手工業者が半数をこえ、ついで学生が 1/5

をしめた。その後、職工の比率はじょじよに減少し、学生、婦人の比率が増加の傾向

を示 したが、民衆図書館としての原則が変わることはなかった。
21)

4館のうち、第 1館はギムナジウム内におかれ、やや学術的著作の多い図書館とな

り、他の 3館は市立上級学校 (hoehre stadtschule)、 つまり実業学校(Realschule)に

設置され、それぞれ戸棚 2～ 3台が新しく備え付けられたが、机、格子は学校のもの

を使用した。
22)こ れらはいずれも貸出図書館 (Ausleihbibliothek)で あり、館内利

用の必要はほとんど考慮されていなかった。ベルリンでは、 1892年 にブッフホル

ツが図書館委員会の諮間にこたえて、第 13館以下の 6館に読書室(Lesezimmer)を 設

備することを要請したが、受け容れられなかった。この頃、読書室運動(BuecherhaH‐

enbewegung)の 運動主体のひとつとして、全国に読書室を設置する運動をすすめてい

た倫理文化協会 (Gesellschaft fuer Ethische Kultur)が 、フライブルク (1893.5)

フランクフルト(1894.10)、 ベルリン(1895。 1)と 読書室を開設した。これをみた市予

算委員会は、市立図書館にも読書室をおくことを勧告し、 1896年 3月 、市議会が

これを採択 した。第 1読書室は第 1館の 1階に、ついで 3館にあいついで読書室が設

けられた。
23)こ れがチャプランのいわゆるアメリカ・パブリック・ ライプラリー思

想の ドイツヘの影響の第 2段階【毒る

「

~ド 14斗171ここ
=lι

あ 1。

ドイツの市民階級は、プロイセンの絶対主義体制と決定的に対立することをしなか

った。ラウマーの学術講演協会を聴講したベルリンの上層市民は、こうした文化活動

を通して上流貴族階層にはいりこもうとし、かくて封建勢力とブルジョア階級が合流

して、下層民衆、労働者に対立した。 3月 革命を挫折に追い込んだのも、封建勢力と

ブルジョアジーの協力関係であり、これがドイツ資本主義の後進性といわれるものの

実態である。イギリスのベンサム主義者の労働者啓蒙運動や、アメリカの民衆図書館

運動の思想が、 3月 革命期のドイツ社会に導入されると、英米の資本主義イデオロギ

ーの色彩を失って、封建制度、絶対主義、資本主義の融合した奇妙な体制を維持する

ためのイデオロギーと化してしまった。そしてこの変質は、「道徳、宗教、忠誠
′い」

を強化するための読書普及を条件として課した国王の認可書によって、決定的となっ

たのである。図書館が公の機関として設立されるためには、それだけの経済的その他

の負担をかけるに値する利益を、権力の側にもたらすものでなければならない、また

権力は、かならず図書館を体制維持の手段として利用しようとするものである、
とい

５

Ｊ

理

―
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圧 _ そのイス〕も
この認可書ほどに明快にわからせてくれるものは他にない。
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追補

19世紀中葉の公共図書館史に関係する原資料は、日本ではほとんどお目にかかれ

ず、どのような文献があるのかすらも分かりにくいのだが、ごく最近発表された次の

解題書誌が、この時期の原資料を丁寧に紹介してくれているので、参考までに紹介し

ておきたい。
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